
土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

 

（質問内容）共同企業体協定書（案）について 

入札資料「共同企業体協定書（案）」は入札説明書 ２ 入札に参加できる者の資格 

（１）共同企業体の場合 ウ 共同企業体協定書に規定すべき内容（(ア)～(ナ)）の記載が

あれば資料体裁の修正を行っても問題ありませんでしょうか。 

（回答内容） 

共同企業体協定書（案）は、書き方の例として示したものであり、ご質問のとおり、入札

説明書 ２ 入札に参加できる者の資格（１）共同企業体の場合 ウ 共同企業体協定書に

規定すべき内容（(ア)～(ナ)）の記載があれば共同企業体協定書（案）の修正を行っても

問題ありません。 

令和６年４月 25 日(木) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 



土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

 

（質問内容）共同企業体協定書（案）について 

１．共同企業体で参加する場合の、構成員毎の出資割合についての定めはありますか。 

（例：代表構成員の出資割合が 70％以上 等）。 

 

２．共同企業体で参加する場合、入札説明書 ９ 入札保証金及び契約保証金については 

構成員企業全てがそれぞれ、契約金額の 100 分の 5以上を提出する必要があります 

か。あるいは代表構成員企業のみで宜しいでしょうか。 

（回答内容） 

１．本件業務に係る共同企業体の構成員ごとの出資割合については、特段定めはありませ

ん。 

２．入札保証金の納付については、代表構成企業のみで納付することができ、構成員企業

すべての納入は不要です。 

  なお、入札保証金の納付方法については、入札参加資格確認申請書の提出後、入札保

証金の免除を行わなかった入札参加予定者に対して個別に案内を行う予定です。 

令和６年４月 25 日(木) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 



土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容）入札保証金について 

入札説明書 ９ 入札保証金及び契約保証金（１）入札保証金に「財務規則第 133 条の規

定により、入札保証金の全部及び一部を免除する場合がある」とありますが、弊社がそ 

れに該当するかを、参加申請までにご教示頂けますか。具体にどういったことを証明すれ

ば(どういった資料をご提示すれば)該当するとなるのでしょうか（第 133 条 3 項及び４

項）。 

また 133 条 4 項、「当該契約と種類及び規模をほぼ同じくする契約」とは、具体にどうい

った規模の契約を指していますでしょうか。 

  

※財務規則第 133 条  

(入札保証金の減免)  

第百三十三条 一般競争入札に参加しようとする者が次の各号のいずれかに該当する場

合においては、第百三十一条の規定にかかわらず、入札保証金の全部又は一部を納付させ

ないことができる。  

 一 当該一般競争入札に付する入札について、保険会社との間に県を被保険者とする入

札保証保険契約を締結したとき。  

 二 当該一般競争入札に付する入札について、知事が確実と認める金融機関又は保証事

業会社(公共工事の前払金保証事業に関する法律(昭和二十七年法律第百八十四号)第二条

第四項に規定する保証事業会社をいう。)と契約保証の予約をしたとき。  

 三 第百三十条第一項の一般競争入札の参加者の資格を有し、かつ、契約を締結しない

こととなるおそれがないと認められるとき。  

 四 過去二年間に当該契約と種類及び規模をほぼ同じくする契約を二回以上締結して

これらを全て誠実に履行し、かつ、当該契約を締結しないこととなるおそれがないと認め

られるとき。  

 

 

 

（回答内容） 

財務規則第 133 条第４号に該当する条件は、過去２年間に官公庁（他自治体も可）と契

約を行い、履行完了した契約でかつ、同種類、同規模の額の２以上の契約を対象とします。

そのため、過去２年間において、官公庁と契約を行ったシステム等開発・改良、ASP（ア

プリケーションサービスプロバイダ）、通信サービス等の情報通信サービスに係る役務で、

その金額が本業務の見積額と同規模のものであることがわかるものでかつ、履行した契約

であるものについて、契約書の写し等を添付してください。※この場合、財務規則第 155

条第３号（契約保証金の減免条件）にも該当するため、書類は一つで足ります。 

なお、財務規則第 133 条第３号を適用する場合については、官公庁（他自治体も可）と

契約を締結した実績がわかるものを添付してください。※この場合、契約保証金の減免に

ついては別途財務規則第 155 条の規定を満たす必要があります。 

 

令和６年４月 26 日(金) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

 

様式第 1 号 入札参加資格審査確認申請書に 

５添付書類 (2) 入札保証金及び契約保証金の免除が適用されることを証する書類等 

と記載がございますが、契約保証（履行保証保険契約）は取得できないため、入札保証保

険契約の保証証券のみの提出という理解でよろしいでしょうか。ご教示ください。 

（回答内容） 

財務規則第 133 条第１号により、入札保証保険契約による入札保証金の減免を行う場合

については、入札保証保険契約の証券の提出を行ってください。 

 

令和６年４月 26 日(金) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 



令和６年５月２日（木）

回答者

岡山県土木部技術管理課長

DOROSEIから送信されるデータは、PDFデータ及びExcelファイルのデータの

みであり、GISデータ（Shape、CAD）は含まれておりません。



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

業務仕様書３前提条件（１）業務・情報システムの概要オにおいて、「本システムは、

LGWAN-ASPによる構築とし」と記載されていますが、こちらはLGWAN環境に配置するシス

テムに関してのみの要件として理解してよろしいでしょうか。 

（回答内容） 

 ご認識のとおりです。 

なお、仕様書 P.８、３ 前提条件（１）オは、前提条件（１）アの LGWAN 系（クロー

ズド領域）に係る本システムの構築条件を示しているものであり、下記の構成図のよう

に LGWAN 側から VDI（仮想デスクトップ）や RDS（リモートデスクトップサービス）によ

りインターネット側へアクセスすることにより、インターネット系にクローズド領域を

設ける方式による本システムの構築を認めていません。（下記に仕様書要件を満たしてい

ない構成図を示します。） 

 

 
 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

業務仕様書３前提条件（12）成果物の「表２ 成果物一覧」に「14 ソースコード一式」

が記載されていますが、こちらは、（15）設計書等における著作権の帰属において、貴県

に著作権が帰属するとされる範囲のソースコードを対象とするとの理解でよろしいでし

ょうか。 

（回答内容） 

 ご認識のとおりです。 

パッケージ製品の適用により、本業務において貴社において新たに開発を行わない部

分のうち、プロプライエタリライセンス（既存ソフトウェアのパッケージ製品かつ非オ

ープンソースソフトウェアで構成される部分）が適用され、著作権の帰属が本県にな

く、ソースコードの提供がライセンス上不可能なものについては、本規定は対象外とな

ります。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

業務仕様書４構築業務要件（14）引継ぎに関し、発注仕様上において、構築事業者と運

用・保守業務の事業者が異なることは想定しがたいかと思われますが、構築事業者と運

用・保守事業者が同一の場合における「引継ぎ」とはどのような業務になると想定され

ているのかご教授ください。 

（回答内容） 

  発注仕様上、発注から５年間は構築業者による保守を想定していますが、発注から５

年後においては、構築業者以外への運用保守が行われることも想定しています。引継仕

様書の作成等については、発注から５年後における構築業者以外への運用保守等の引継

ぎを想定しています。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

提案項目一覧３非機能要件（４）システム中立性において、使用するソフトウェアにつ

いても具体的に記述することとされていますが、本ソフトウェアの所有権が提案者にあ

り、商品名称として使用している場合においても、提案書内にソフトウェアの名称を具

体的に記載してもよろしいのでしょうか。（提案書作成要領において、「提案書には、ロ

ゴ等の提案者の社名を類推させる情報を記載してはならない」と規定されているため） 

（回答内容） 

 提案書作成要領の「提案書には、ロゴ等の提案者の社名を類推させる情報を記載しては

ならない」については、提案書から提案者の社名が類推できないようにすることを目的

としているため、ご質問のように提案者がパッケージ製品を用いて提案を行う場合は次

のとおりの扱いとしてください。 

○パターン 1:自社開発製品である場合 

ソフトウェア名称から、提案者の社名を類推することができるため、ソフトウェア名

称について、具体的に記載しない代わりに、自社開発のパッケージ製品である旨を明記

してください。（例：〇〇ソフトウェア※自社が所有権をもつパッケージ製品） 

○パターン 2:他社製品である場合 

ソフトウェア名称から、提案者の社名を類推することはできないと考えるため、ソフ

トウェア名称を具体的に記載してください。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

格納データ一覧における３次元点群データについて、既存のデータの納品の単位（図郭

単位のフォルダで納品されているか）、点密度についてお教えください。 

 

（回答内容） 

既存のデータについては、図郭単位のフォルダで納品されておらず、データ納品の単

位は、グリッドデータ、オルソ画像等、データの種類ごとに納品がされています。 

別紙にディレクトリ構成の一例を示しますので、ご確認願います。 

なお、点密度については、1 ㎡あたり 4 点（0.5m メッシュ数値標高モデル）となって

おり、地図情報レベル 1000 となっております。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 



├─01 成果データファイル

│  ├─01 オリジナルデータ

│  │      *図郭名*_orig.txt

│  ├─02 グラウンドデータ

│  │      *図郭名*_grd.txt

│  ├─03 グリッドデータ

│  │  ├─01 csv、lem形式

│  │  │  　 *図郭名*_0.5g.csv

│  │  │     *図郭名*_0.5g.lem   

│  │  └─02 txt形式

│  │         *図郭名*_0.5g.txt

│  ├─04 水部ポリゴンの境界線

│  │      *図郭名*_plg.dbf

│  │      *図郭名*_plg.prj

│  │      *図郭名*_plg.shp

│  │      *図郭名*_plg.shx

│  ├─05 低密度ポリゴンの境界線

│  │      *図郭名*.dbf

│  │      *図郭名*.prj

│  │      *図郭名*.shp

│  │      *図郭名*.shx

│  ├─06 航空レーザ用写真地図データ

│  │      *図郭名*.tif

│  ├─07 位置情報ファイル

│  │      *図郭名*.tfw

│  ├─08 等高線データ

│  │      *図郭名*.dxf

│  └─09 格納データリスト

│          格納データリスト.txt

│          

├─02 精度管理表

│      01 航空レーザ測量システム点検記録簿.pdf

│      02 航空レーザ計測記録簿.pdf

│      03 調整点・コース間点検箇所配点図.pdf

│      04 点群データ点検表.pdf

│      05 調整点調査表.pdf

│      06 欠測率調査表.pdf

│      07 調整点残差表.pdf

│      08 既存データ検証結果表.pdf

│      09 ＧＮＳＳ／ＩＭＵ解析結果精度管理表.pdf

│      10 コース間点検精度管理表.pdf

│      11 グラウンドデータ作成作業精度管理表.pdf

│      12 グリッドデータ作成作業精度管理表.pdf

│      13 三次元点群データファイル精度管理表（航空レーザ測量）.pdf

│      

├─03 品質評価表

│      航空レーザ測量_品質評価表.pdf

│      

├─04 製品仕様書

│      航空レーザ測量製品仕様書.pdf

│      

├─05 メタデータ

│      R05G0219.xml

│      

├─06 索引図

│      索引図.pdf

│      

├─07 作業記録簿

│      01 飛行航跡図.pdf

│      02 計測漏れ点検図.pdf

│      

└─08 調整点成果

        01 調整点測量簿.pdf

        02 調整点配点図.pdf

        03 調整点明細表.pdf

（別紙）

３次元点群データディレクトリ構成

※*図郭名*の部分は、データの図郭名が入るメ

タ構文変数と考えていただき、同形式のファイ

ルが同一階層に複数あると考えてください。

例)グリッドデータ(txt形式)の場合、

05pc3914_0.5g.txtや05pc3921_0.5g.txtのよう

なファイル名となる。

CSV

Shape

Shape

Shape

Shape

Shape

Shape

Shape

Shape

TIFF

TIFF

DXF

PDF

＜＞

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

格納データ一覧における岡山県道路防災情報管理システム（DOROSEI）について、岡山県

道路防災情報管理システム（DOROSEI）が備えている API の要件、DOROSEI 格納データの

うち、土木部データボックスと連携させるデータの範囲についてお教えください。 

（回答内容） 

DOROSEIの API連携については、今回構築する土木部データボックスの APIに対応させ

る改修を行うものとしております。 

なお、連携させるデータについては道路防災カルテを予定しており、構成ファイルは

Excel ファイル、PDF ファイルを予定しているところです。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

業務仕様書５運用・保守業務要件（４）サービスレベル協定（SLA）の運用について、既

に他団体で運用しているサービスのため、全てを別紙５の SLA 案に合わせることは難し

い面があります。こちらについては、別紙５の基準を勘案しながら、サービスレベルを

協議のうえで設定するとの理解でよろしいでしょうか。 

（回答内容） 

ご質問のとおりの解釈でよろしいです。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 
  



（様式第２号） 

 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

業務仕様書４構築業務要件（４）格納データ等において、「外部システムから動的にデー

タ取得するものについては、構築の際に外部システムを保有する各事業課との調整を行

うこと」とありますが、受託者との顔つなぎは、貴県にて実施いただけるのでしょう

か。また、API 等、連携先のシステムの改修の費用は見込まず、今回構築するシステム

におけるデータ取得のインターフェイスのみを設けることでよろしいでしょうか。 

（回答内容） 

連携先の外部システムの改修については順次行うことを想定しており、連携先の外部

システムの改修費用は見込んでおりません。 

なお、データ登録に係る費用（SE 費）については、本構築における費用として見込ん

でおります。 

ご質問のとおり、データ取得のインターフェイスを設けるという解釈でよいです。ま

た、受託者と各課の顔つなぎについては、当課にて行う計画としています。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

  



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

別紙４要件定義（非機能要件一覧）「データセンター仕様要件」において、Tier３以上の

データセンターの使用が求められているところ、弊社が利用する LGWAN データセンター

は、地方公共団体情報システム機構による、総合行政ネットワーク LGWAN における

LGWAN ASP サービス「ホスティングサービス」へ登録しているホスティングサービスを活

用しており、また利用するデータセンタは、「総合行政ネットワーク ASP 登録及び接続資

格審査要領」（平成 27 年 7 月 1 日）第 2 章第 6 条を満たしておりますが、こちらでの提

案でも可能でしょうか。 

なお、インターネット側の環境については ISMAP 準拠のデータセンターとなっており、

LGWAN 環境については、主要システムが Tier３以上、一部システムについて上記の要件

となっております。 

（回答内容） 

 利用するデータセンターについては、いわゆる情報漏洩等のセキュリティ要件だけで

なく、地震や災害時に対する施設要件を満たすという意味で、データセンターファシリ

ティスタンダードの要件を付しているものです。 

 総合行政ネットワーク ASP 登録及び接続資格審査要領」（平成 27 年 7 月 1 日）第 2章

第 6 条については、建築物の要件がデータセンターファシリティスタンダード Tier３で

求められる要件（震度６強以上の地震動に対しては、1981 年６月改正の建築基準法に準

拠かつ、官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説に規定する耐震性能Ⅱ類相当や受電回

線の冗長性、電源回線の冗長性、非常用発電設備の冗長性、ＵＰＳ設備の冗長性、設備

運用に係る要件等）を満たしているかどうかの判断ができないため、総合行政ネットワ

ーク ASP 登録及び接続資格審査要領のみを満たしたデータセンターの使用は要件定義

（非機能要件一覧）の「データセンター仕様要件」を満たしていないと考えます。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 
  



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

入札説明書 1（1）調達件名に「土木部データボックス（仮称）構築業務」、(3)契約期間

は「契約締結日から令和７年３月 31 日まで」と記載されており、本業務の入札書提出に

あたっては、令和 6 年度実施予定の構築業務のみの金額を記載するものと考えていま

す。 

一方、仕様書５運用・保守業務要件(１)運用保守業務の範囲として、「構築後の運用保守

については、令和７年４月１日から令和 12 年３月 31 日までの期間で運用保守を想定」

との記載があり、（別記様式４）の御見積書においても件名「土木部データボックス（仮

称）運用保守業務」として、構築業務とは別に金額をご提示することとなっています。 

上記を踏まえて質問です。 

① 入札書に記載する金額は令和 6年度の構築業務のみの税抜金額を記載するという理解

でよろしいでしょうか。 

② 落札決定基準における価格点は上記①の令和 6年度の構築業務の金額に対して評価さ

れ、令和７年４月１日以降の運用保守業務の金額については、令和６年４月１６日 

岡山県公報第１２５９１号 ６落札者決定基準(2)の運用保守業務の評価項目に記載の

とおり、「運用保守費用の妥当性（構築後５年間）」で技術点として評価されるとい

う理解でよろしいでしょうか。 

（回答内容） 

①については、令和６年度の構築業務費と運用保守費（令和６年３月からのリリース

を予定しているため）を記載してください。 

②については、公告６（１）のとおり、入札価格（入札金額×1.10）に応じて価格点

を与えることとしており、①のとおり、令和６年度の構築業務費と運用保守費の合計額

に応じた評価となります。令和７年４月１日以降の運用保守の金額の評価はご認識のと

おりです。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

  



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

入札説明書７入札及び開札等(1)入札の際の提出物において、「開札後、予定価格の範囲

内の応札者に限り、提案書説明会の開催及び評価を行う」との記載がありますが、本業

務の予定価格についてお教え願います。 

（回答内容） 

 本業務の予定価格については、事前公表を行っていないため、お伝えすることができ

ません。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 



（様式第２号） 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

・要件定義（機能要件一覧表） 

項番 23 について 

「本システムが蓄積しているデータの一部をレイヤーとして登録」とあるが、地図レイヤ

ーはカタログ側からの自動取得を想定されていますでしょうか。 

 

項番 42 について 

データマネジメント系 API は一般ユーザー側機能でしょうか、それとも外部連携するシス

テム側に対しての機能でしょうか。 

（回答内容） 

・項番 23 について 

リリース時点では更新頻度が数分以下となるようなデータがないため、カタログ側から

の地図レイヤーの自動取得については想定していません。ただし、リリース後に、搭載デ

ータとして、他システムから更新頻度が数分単位でかつ自動取得となるデータが追加され

ることが想定されるため、その場合、カタログ側で自動取得したデータを地図レイヤーに

反映する際、カタログ側からの自動取得または、他システム側からの自動取得により地図

レイヤーを動的に操作する機能が求められると考えています。 

・項番 42 について 

 一般ユーザー（サードパーティアプリケーションの開発者）向けの機能を想定していま

す。 

 

 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 



（様式第２号） 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

技術者要件に求められる資格の確認 

 

土木部データボックス（仮称）構築業務仕様書 ３前提条件（５）技術者要件等で主任技

術者に求められる資格として、以下の資格による代替は認められますか？ 

 

 PMP® (プロジェクトマネジメント・プロフェッショナル) 

  － 一般的に経済産業省認定「プロジェクトマネージャ」に相当とされる 

 

（回答内容） 

 PMP への代替は認められません。 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 



土木部データボックス（仮称）構築業務 質問・回答書 
 

（質問内容） 

質問内容を別紙「【別紙】土木部データボックス（仮称）構築業務 質疑内容」に纏め 

させて頂きましたのでご確認の上、ご回答をお願い致します。 

 

（回答内容） 

項番１：損害賠償額については、システム起因の個人情報の漏洩など、県以外の第三者へ

被害が生じた際に賠償の必要性があることから、上限は設けないものとします。 

項番２：提案書説明会について、確認したい内容でいただいている項目については、現時

点で回答可能であるため、次のとおり回答いたします。 

①業者側の参加人数について：部屋の大きさの都合上参加上限を６名までとしま

す。 

②提案説明の方法：提案書説明会用に提案書の抜粋版（要約版）をパワーポイン

トで作成して説明してもよいものとします。なお、抜粋版パワーポイントの作

成については、任意となります。 

③発注者側のおおよその参加人数ですが、５名程度を見込んでいます。 

④その他留意事項につきましては、入札説明書をご確認ください。 

項番３：各機能が仕様通りに動作しているか、仕様漏れや検討不足の有無、デザインやレ

イアウト、システムの操作性などに対して、仕様通りのものが出来上がっている

かどうかをテスト環境等で実際に操作すること（ブラックボックステスト）を想

定しています。また、提出された成果品のうち、書面のものについては、書面に

て内容を確認し、検収とすることを想定しています。 

項番４：運用・保守報告書の提出をもって報告と考えています。 

項番５：ご質問のとおりです。 

項番６：本システムのインターネット領域から LGWAN 側のサーバに対して Pull 型の通信

を行うことは、システム構成図上想定をしておりません。下記に、システム構成

図を再掲いたします。 

 
なお、本業務での構築段階においては、本システムの岡山県の共有仮想化サー

バの利用は予定しておりません。 

項番７：ご質問のとおり、LGWAN 側の Global IP アドレスは固定です。 

項番８：特定のシステムでしか使わないブラウザでの利用であれば、プロキシ設定は可能

ですが、他の複数のシステムへのアクセスを行っているブラウザ（Microsoft 

Edge）については、他システムとの競合が発生する可能性があります。 



    なお、頂いている想定図のように RDS 等を用いて LGWAN からクローズド領域の本

システムを利用するために、インターネット系へアクセスする方法は、仕様書 P.

８、３ 前提条件（１）オにより認めておりません。 

        
項番９：ミドルウェア及びウィルス対策ソフトウェアを導入することを考えております。 

項番 10:画面表示に関わる部分の認識でよろしいです。 

項番 11:データの変換についての本項目への記載は、ソフトウェア側で実装すべき機能で

はなく、システムへのデータ格納時に SE 作業等により、データ変換作業が発生す

ることが見込まれるため、一例として、点群データ（テキストファイル）から 3D

タイルへの変換処理を示したものになります。そのため、非機能要件として記載

を行っているものとなります。 

 

令和６年５月 13 日(月) 

 

回答者 

岡山県土木部技術管理課長 

 



【別紙】土木部データボックス（仮称）構築業務 質疑内容

項番 該当項番 質疑内容

1 委託契約書案

（損害賠償）
第11条 乙は、委託業務の実施に当たり、故意又は過失により、甲又は第三者に損害を
与えたときは、その損害を賠償しなければならない。
⇒上記内容について損害賠償の上限の定めはございますでしょうか。（契約金額が上限等）

2 入札説明書

(５)提案説明会に具体的な内容ついての質問は現時点で可能でしょうか。
      それとも入札で予定価格を下回り、提案説明会の権利を得た業者のみがその時点で質問が
      可能となる流れでしょうか。
確認したい内容：
・業者側の参加人数の制限
・提案説明の方法について。提案書説明会用に提案書の抜粋版(要約版)をパワーポイントを
    作成し説明するイメージでしょうか。
 あるいは抜粋版パワーポイント資料の作成は不可で、提出した提案書そのものを説明する
   イメージでしょうか。
・岡山県様側のおおよその参加人数。
・その他提案書説明会における留意事項。

3 構築業務仕様書
３ 前提条件(16)検収に「受注者の検収」については記載がありますが、岡山県様側の検収方法に
ついて調達関連資料に記載がありません。具体的な検収方法についてご教示願います。

4 構築業務仕様書
P23 ５ 運用・保守業務要件(２)運用 エに「県に報告すること」とありますが、報告方法は
「運用・保守報告書」の提出を持って「報告」でしょうか。それとも別途報告書をご説明する
「運用・保守報告会」のような会議体を想定されていますでしょうか。

5 構築業務提案書等作成要領
3 提案書作成上の留意事項(11)3行目に「60ページ以内にすること」とありますが、
A4とA3は同様に「1ページカウント」と考えて宜しいでしょうか。

6 システム構成の確認

本システム(パブリッククラウド側)からLGWAN上のサーバに対して、PULL型の通信が
あるかどうかを確認させてください。確認させて頂きたいデータ取得の流れを下記に示します。

7 LGWAN側GlobalIPアドレス LGWAN側のGlobalIPアドレスは固定でよろしいでしょうか。

8 LGWAN端末のブラウザのプロキシ設定

LGWAN内にある端末から本システムへアクセスするためには、今回弊社にて導入予定の
『LGWAN-ASPサービス』への通信許可設定を追加頂く必要があります。通信許可対象は、
本システムのURLと通信プロトコルはHTTP(S)になります。
実現可否や前提条件等について、ご教授ください。

9 別記様式2 非機能要件項番12
端末にインストールするソフトウェア要件はありますでしょうか。
(ミドルウェア、Office、ウィルス対策ソフト等)。

10 別記様式2 非機能要件項番6
「データ及びメタデータ等を含め、多言語（英語等）に対応していることが望ましい」の
記載については画面表示に関わる部分という解釈でよろしいでしょうか。

11 別記様式2 非機能要件項番32

データの変換についての記載がありますが、これは、「テキストデータから3Dタイルへの
変換処理を機能要件として実装する必要がある」、という意味ではなく、「将来的にデータ変換
処理の追加が必要になった際に容易に改修が出来るような設計にする」、ということを示す
一例として3Dデータを示しているだけという理解で良いでしょうか。


